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組織の概要01

(1)事業所名

　　　　　　　　ちのねこうぎょう

　　有限会社　茅根工業

(2)代表者名

　　代表取締役　茅根　信夫

(3)環境管理責任者及び連絡先

　　環境管理責任者　茅根　信夫

　　連絡先　TEL0586-52-6606　FAX0586-52-6607　　

(4)所在地

　　〒491-0125　愛知県一宮市高田池尻20番地1

(5)事業内容

　　一般建設業　愛知県知事許可(般-7)第60790号

　　➀冷暖房空調配管

　　②工場一般配管

　　➂各種プラント配管

　　④ステンレス配管

　　⑤CADによる配管製作図作成と施工サポート

(6)事業規模

　　設立      1979年

　　資本金   300万円

　　従業員　16名

　　売上高(2024年度）37,000万円

　　

(7)対象範囲

　　有限会社茅根工業　全組織及び全活動
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実施体制02

役割・責任・権限

代表者

環境方針の策定および環境管理責任者の任命

資源の配分(人員、予算)の決定

全体の実施体制の構築、監督

環境法令順守体制の確立および維持

環境管理責任者

(代表者兼任)

環境活動の推進、進捗管理

関係部署と調整および教育計画の立案

活動計画の実施状況を確認

EA21事務局

環境管理責任者を補佐

記録の作成、整理、情報の周知、審査対応の準備

関係部署への情報提供および環境管理責任者への報告、提案

各業務責任者

担当業務に関する実施状況の確認

担当業務における環境影響の把握と改善、環境活動の実務推進

環境管理責任者との連携、必要な情報の共有

全従業員

環境方針、目標の理解と実践

環境配慮行動の実施(省エネ、省資源、廃棄物管理など)

法令、社内ルールを守り安全で適正な作業を行う

総務経理責任者

従業員

代表者

茅根　信夫

環境管理責任者

茅根　信夫

EA21事務局

工場責任者 現場責任者

従業員 従業員
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環境経営方針03

有限会社茅根工業は、配管・空調設備の設計・施工を通じて、

地域社会の快適な生活環境の実現に貢献します。

私たちは、「つなぐ想い、つなぐ感謝、つなぐ幸せ」という

自社の経営理念のもと、自然との共生を目指し、

地球環境の保全に配慮した持続可能な企業活動を推進します。

基本理念

行動指針

1.二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

2.廃棄物の発生時に適正に分別・処理し再資源化に努めます。

3.水使用量の削減を継続的に実施します。

4.地域とのつながりを大切にし、清掃や環境美化活動などの地域貢献に努めます。

5.環境関連法令や社内ルールを順守し、安全で適正な業務を実施します。

6.社員への環境教育・啓発活動を通じて、意識の向上を図ります。

7.環境目標の達成に向け、計画的な実施と継続的な見直しをします。

私たちは、以下の行動指針に基づき、環境に配慮した活動を実践します。

制定日　令和7年5月1日

有限会社茅根工業

代表取締役　茅根 信夫
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環境経営目標04
■ 中長期目標（2025〜2027年度）

環境経営目標
基準年
2024年

2025年(1%削減) 2026年
(2%削減)

2027年
(3%削減)

CO₂排出量削減 62,087Kg-CO₂ 60,944kg-CO₂ 60,422kg-CO₂

燃料使用量削減 15,587L 15,295 L 15,109L

電力使用量削減 55,487kWh 54,387kWh 53,822kWh

一般廃棄物 不明 実績把握 適正処理の継続 適正処理の継続

産業廃棄物 1.8t 実績把握 適正処理の継続 適正処理の継続

水使用量削減 115㎥ 112.70㎥ 111.55㎥

化学物質 不明 適正管理 適正管理

環境に配慮した施工 環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工

地域清掃活動 12回/年 実施継続 実施継続

■ 短期目標（2025年度）

目標 指標 目標値

CO₂排出量削減 2024年度比で削減 排出量 1％削減

燃料使用量削減 2024年度比で削減 使用量 1％削減

電力使用量削減 2024年度比で削減 使用量 1％削減

一般廃棄物 実績把握 ― ―

産業廃棄物 実績把握 ― ―

水使用量削減 2024年度比で削減 使用量 1％削減

化学物質 取扱商品の調査 ― ―

環境に配慮した施工 環境に配慮した施工 ― ―

地域貢献活動 地域清掃活動の実施 実施回数 月1回

試行期間の
目標値

年間の目標値

11,425kWh 54,932kWh

※試行期間の目標値は2024年5月～7月の実績を元に算出しています。

26.2㎥

3,693L

13,931kg-CO₂
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1回/月 1回/月

15,431L

61,466kg-CO₂ 

 113.85 ㎥

環境配慮施工 環境配慮施工

取扱商品の調査 取扱商品の調査



目標 取組内容 責任者

給油記録を継続的に記録・確認
アイドリングストップの実施 総務経理責任者

エアコンの設定温度を決め、実行する
不要な照明、休憩や不在時の消灯 環境管理責任者

一般廃棄物
印刷ミスした書類の裏紙を社内資料で使用
電子データ(ペーパーレス)の推進 総務経理責任者

産業廃棄物※1
廃棄物の分別ルールを社内で再確認・周知する
マニフェスト管理・保管 各業務責任者

水使用量
1％削減

水を流しっぱなしにしない
節水の呼びかけ 各業務責任者

化学物質
取扱商品の調査
取扱商品SDS入手 総務経理責任者

環境配慮施工
機械や工具類の点検・整備
CADを使用して最適な配管ルートを設計

工場責任者
工事責任者

地域清掃活動
月1回

周辺地域での清掃・美化活動
実施記録の管理と次年度への反映 各業務責任者

環境経営計画05

※初回申請では、2025年5月〜7月の3カ月間の実施状況を対象に評価を行い、
　次年度以降の計画に反映します。前年同期間（2024年5月～7月）との比較により
　削減の達成を目指し、取り組みを実施します。
　また、事業量の変動を考慮し、環境負荷の原単位（例：CO₂排出量／工事件数）
　による評価も段階的に導入します。

※１　当社では産業廃棄物の定期的な排出が少ないため、
　　　排出があった場合に都度、実績を把握し適正な処理を行います。
　　　今後も適正処理の継続に努め、必要に応じて計画を見直します。
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環境経営目標の実績・評価06

目標
2024年度(5月～7月)

基準値
2025年度(5月～7月)

目標
2025年度(5月～7月)

実績 達成率
達成
状況

CO₂排出量
1％削減※1 14,072kg-CO₂ 13,931kg-CO₂ 15,353kg-CO₂ 90.7％ △

燃料使用量
1％削減※2 3,730L 3,693L 3,960L 93.3％ △

電力使用量
1％削減※3 11,540kWh 11,425 kWh 13,157kWh 86.9％ △

一般廃棄物※4 不明 実績把握 235kg ― ―

産業廃棄物※4 排出なし 実績把握 2.3t ― ―

水使用量
1％削減※5 26.5m³ 26.2m³ 29.5m³ 88.8％ △

化学物質 不明 取扱商品の調査 実施 ― ―

環境に配慮
した施工 不明 環境配慮施工 実施 ― ―

地域清掃活動 週1回 週1回 週1回実施 ― 〇

※1　CO₂排出量は電力・燃料使用量の増加により未達成。
　　  主な原因は、業務量増加に伴うエネルギー使用の増大による。
　　  次年度は省エネ活動の徹底を図り、削減を推進する。
※2　ガソリン排出係数2.32kg-CO₂/L、軽油排出係数2.58kg-CO₂/L
 　　 燃料使用量は遠方の現場への移動増加により未達成。
  　　次年度は運行計画の工夫および効率的な車両利用を進める。
※3　購入電力の二酸化炭素排出係数は2023年度の
　　  中部電力ミライズ調整後排出係数0.421kg-CO₂/kWhを使用
　　  電力使用量は従業員増加に伴い空調・照明使用が増えたため未達成。
　　  次年度は使用状況の見直しと省エネ意識の向上を図る。
※4　一般廃棄物は2025年度より記録体制を整備した。
　　  現時点では産業廃棄物の実績が少なく評価は未実施。
　　  次年度は排出状況に応じて管理体制を強化し、記録の継続と適正処理に努める。
※5　水使用量は未達成。原因は従業員増加による洗面所・トイレ使用頻度が増えたため。
　　  次年度は節水の強化と従業員の節水意識の向上に取り組む。

‐6‐

〇=100％以上達成　△=85％~100%達成　×=85%以下未達成(目標/実績×100)



目標 取組内容 達成状況 次年度の取組

給油記録を継続的に記録・確認 〇 継続

アイドリングストップの実施 × 継続

エアコンの設定温度を決め、実行する 〇 継続

不要な照明、休憩や不在時の消灯 〇 継続

燃料使用量：給油量を記録し車両ごとの燃料使用傾向を把握できた。次年度も引き続きアイドリングストップの徹底を図りたい

電力使用量：次年度も継続して取り組んでいきたい

一般廃棄物
印刷ミスした書類の裏紙を社内資料で使用 〇 継続

電子データ(ペーパーレス)の推進 × 継続

一般廃棄物：会議資料など紙でのやり取りが多かった。次年度も継続してペーパーレス化に取り組んでいきたい

産業廃棄物
廃棄物の分別ルールを社内で再確認・周知する 〇 継続

マニフェスト管理・保管 〇 継続

産業廃棄物：マニフェストの記録・保管を行い法令遵守を徹底できた。次年度も継続して管理体制を維持したい

水使用量
1％削減

水を流しっぱなしにしない 〇 継続

節水の呼びかけ × 継続

水使用量：使用量を記録し把握することができた
　　　　　次年度は朝礼での呼びかけを定期的に行いさらに節水意識の向上に繋げたい

化学物質
取扱商品の調査 〇 継続

取扱商品SDS入手 〇 継続

化学物質：次年度も継続して取り組んでいきたい

環境配慮施工
機械や工具類の点検・整備 〇 継続

CADを使用して最適な配管ルートを設計 〇 継続

環境配慮施工：次年度も継続して取り組んでいきたい

地域清掃活動
周辺地域での清掃・美化活動 〇 継続

実施記録の管理と次年度への反映 〇 継続

地域清掃活動： 月1回清掃活動を行い記録、管理を実施できた。次年度も継続して取り組んでいきたい

環境経営計画の実績・評価07
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当社の取組実績
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08

■ 普通救命講習1

■ 連携事業継続力強化計画

当社は令和7年2月に『連携事業継続力強化計画』

の認定を受けました。この計画は主に、中小企

業・小規模事業者が連携し、自然災害や感染症

などの緊急時においても事業を継続できるよう、

防災・減災対策を事前にまとめたものです。今後

も地域や関係事業者との連携を深め、事業の継

続と地域社会への貢献を両立していきます。

地域社会との連携・社会貢献活動の

一環として、消防署にて普通救命講

習を受講し、緊急時の初期対応力向

上と安全意識の向上に努めました。

・成人に対する心肺蘇生法

・AEDの使い方

・止血法

■ 太陽光発電

工場の屋根には太陽光パネルを設置

しており、災害や停電などの緊急時

には、必要に応じて地域住民への電

力供給やスマートフォンの充電場所

の提供など、地域への支援が可能な

体制を整えています。地域と共にあ

る企業として、非常時の備えと協力

体制の強化に努めています。



環境関連法規遵守状況の確認

及び違反、訴訟などの有無
09

環境関連法規名 主な遵守内容 主な遵守事項・対応 遵守状況

廃棄物処理法
産業廃棄物の分別、現地確認

委託契約、マニフェスト管理
マニフェスト、契約書 遵守

フロン排出抑制法
定期点検の実施

点検記録の管理
点検記録 遵守

自動車NOₓ・PM法
排出ガス基準の遵守

点検記録の管理
車検証、整備記録 遵守

大気汚染防止法 塗料使用時のVOC排出抑制 使用量把握、SDS保管 遵守

騒音規制法 特定建設作業に伴う騒音規制 対象工事届出 遵守

省エネ法 燃料等エネルギー使用の合理化 使用量記録、削減目標設定 遵守

労働安全衛生法 現場安全・機械点検 安全点検、KY活動 遵守

浄化槽法 保守点検・清掃・法定検査義務 点検、清掃記録の保管 遵守

PRTR法 塗料等の化学物質使用管理 SDS保管、使用量管理 遵守

家電リサイクル法
事務所用冷蔵庫などの廃棄時に

適正処理義務

廃棄時はリサイクル券制度利

用、業者委託
遵守

建設リサイクル法
工事で発生する廃材の分別・再

資源化

廃材の分別収集、再資源化業

者へ委託、処理記録保管
遵守

自動車リサイクル法 社用車廃車時のリサイクル義務
廃車時にリサイクル料金支払

い、リサイクル業者へ委託
遵守

■ 苦情・違反・訴訟等の状況

　近隣住民及び行政からの環境に関する苦情や指摘はありません。

　過去3年間において、環境関連法令に関する違反や訴訟はありません。

■当社に適用となる主な環境関連法規
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環境経営方針の変更 有　・　無

環境経営目標の変更 有　・　無

環境経営計画の変更 有　・　無

実施体制の変更 有　・　無

代表者による全体評価と見直し等10
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本年度はエコアクション21の試行期間として、計画に沿って実施し、

環境負荷の記録と管理体制を整えることができました。

実績においては、CO₂、電力、水、燃料が目標には届きませんでした

が、その主因は従業員増加に伴う使用量の増加によるものであり、

事業拡大に伴う課題であると認識しています。

また、エコアクション21の取組内容や進捗状況については、

月例の社内会議および全体朝礼にて代表者より口頭で周知し

従業員への理解と意識向上を図っています。

今後もエコアクション21の取組を継続し、

改善を積み重ねながら持続可能な企業活動の推進に努めてまいります。

■ 代表者による見直し

■ 代表者による全体評価

令和7年8月1日

有限会社茅根工業

代表取締役　茅根　信夫


